
PLATEAUの3D都市モデルを活用した
ユースケースの紹介

令和４年度採択都市の個別事例

長崎県佐世保市

【令和４年６月時点】



Copyright © 2021 by MLIT. All rights reserved.
2

Ⅰ. プロジェクト全体像

1. 実施事業・事業規模

R4年度実施事業
規模（想定）

事業費 国負担分

(1) 事前調査
・航空写真測量
・都市計画基本図修正

172.2 86.1

(2) 3D都市モデルの整備・更新事業
・3D都市モデル整備事業（LOD1作成）
・3D都市モデル整備事業（LOD2作成）

15.5 7.8

(3) 3D都市モデルの活用（ユースケース開発）事業
・都市計画情報の一元化による情報共有の効率化

5.8 2.9

（百万円）
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Ⅱ. 3D都市モデルの整備

1.整備する3D都市モデルデータの概要

整備エリア図

整備範囲

LOD1 佐世保市全域（426.01km2）

LOD2 中心市街地エリア（2.7km2）
相浦地区浸水対策エリア（0.2km2）

LOD3 —

LOD1 今回事業で新たに整備

LOD2 今回事業で新たに整備

LOD3 —

整備状況

整備地物

LOD1 建築物、道路、都市計画決定情報、
土地利用、災害リスク、地形

LOD2 建築物

LOD3 —
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Ⅲ. ３D都市モデルの活用（ユースケース開発）

1.ユースケース開発の概要

1. ユースケース
開発のテーマ

都市計画・まちづくり

2. ユースケース
開発の件名

都市計画情報の一元化による情報共有の効率化

3. ユースケース
開発の概要

次年度の具体的なユースケース開発に向けて、R4年度は、下記検討を実施する。

○R4年度の検討事項
• 3D都市モデルに加え、都市計画情報を一元化することで、各種施策の検討や民間開発にお

ける情報収集の効率化を図ることを目的に、3D都市モデルと重畳させ可視化すべき有効な都
市計画関連情報等を検討する。

○R5年度のユースケース開発（予定）
• 都市計画基礎調査を属性情報として付与した３D都市モデルの建築物のほか、各種都市計

画情報を整備して、多様な情報を重畳して可視化し、各種施策の検討に活用する。
• 3D都市モデル（建築物、道路、都市計画情報等）をウェブビューア上で公開する。これにより、

データ一元化による利便性向上を窓口業務の効率化を図る。また、開発を検討する民間事業
者に分かりやすく情報を開示することで、民間事業者による開発を支援する。

4. 実施体制・
役割分担

実施主体
（委託先等）

㈱パスコ
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Ⅲ. ３D都市モデルの活用（ユースケース開発）

2. ユースケース活用イメージ

出力結果
活用方策

• 都市計画基礎調査や都市計画情報を3D都市モデルに整備することにより、多様な情報
を重畳して確認することが可能となる。

• データ一元化により利便性向上が向上され、窓口業務が効率化される。

• 開発を検討する民間事業者にわかりやすく情報を開示することが可能となる。

表示イメージ（画像等）を掲載

都市計画情報や建物用途などの情報をウェブ上で確認
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Ⅳ. 事業化までの庁内調整の流れ

防災部局

土木部局

環境部局

観光部局

・・・

企画部局

財政部局

【UC活用アイデア出し】
依頼

首長

調整 説明

＜事業化までのポイント＞

⚫ デジタル庁発足を受け、令和3年4月に行政のDXを推進するため、準部の「DX推進室」を新設

⚫ DX推進室において、DXの方向性（ビジョン）や方針を明確化し、その取組みを加速させることを目的
に『佐世保市DX戦略』を策定

⚫ 戦略の中で、まちづくりに関する取組みとして、3D都市モデル構築を掲げ、企画・財政部局との調整を
行った結果、「政策推進枠」として認められ、スムーズな事業化につながった。

佐世保市DX戦略
（抜粋）

都市部局

DX部局
（総務部内）

（窓口・補助制度の具体化）

連携
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Ⅳ. 事業化までの庁内調整の流れ

財政部局への説明資料


